結願のお礼参り

3月13日から始めた四国八十八箇寺歩きお遍路は、２０２３（令和５）5月1日に８８番札所大窪寺を打ち終わり「結願」しました。50日に渡り、一緒に歩いて頂き有難うございました。その間、皆様方からの支えが、歩く力・歩く気力を持ち続ける原動力となりました。これまで使っていた「感謝」という言葉は、これまでとは全く違う意味合いで受け止めています。お礼という意味だけではなく「縁」や｢一人の限界｣そして｢一期一会｣といった意味合いが加わった言葉と感じています。

四国八十八箇寺歩きお遍路は、母親と一緒の同行三人でした。今更遅いのですが、親孝行の真似事で母を背負って八十八箇寺を巡拝しました。石川啄木『一握の砂』に「たはむれに母を背負ひてそのあまり軽きに泣きて三歩あゆまず」と言う短歌が有ります。私が背負った母親は124グラムと軽かったので、八十八箇寺全てを背負って歩けました。苦しい時は励まされ、気持ちもの良い遍路道は一緒に眺め、足首の痛さには「無理するな」と優しく諭され、ひたすら歩く私を見守ってくれました。親孝行するはずが、助けられた同行三人の歩きお遍路でした。

特段の定めはないようですが、八十八番札所を一つの輪になるように繋ぐために、1番札所霊仙寺に戻り結願のお礼をする習慣がいつしか出来ているようです。また、高野山に登り奥の院で結願の報告と御礼をする習わしがあるようです。私も多くのお遍路さんにならい1番札所霊山寺及び高野山奥の院を参拝し結願のお礼をしてから仙台に帰ります。ここでは、四国八十八ヶ寺歩きお遍路の締め括りとして、結願のお礼参りの様子を書きます。


結願の翌朝は、これまでの50日とは勝手が違い、気持ちが軽いというか、｢今日も歩くぞ！｣のように自分を叱咤激励することも無く、肩の荷が下りた感じで理由もなくニコニコしていました。1番札所霊山寺までは45.2キロメートルあります。この行程を6番札所安楽寺の宿坊に宿を取り、一泊二日でお遍路します。その後は、高野山に登る古道「町石道」を高野山奥の院を目指して登ります。
[image: 川と道路

中程度の精度で自動的に生成された説明]
お礼参りの初日（5月2日５１日目）は、外気温が9℃と肌寒い中を歩き出し、宿から平坦な道になるまで15km約3時間かかりました。88番札所大窪寺は、四国百名山に数えられる矢筈山（やはずやま標高788ｍ）東側中腹に位置し、裾野の広い山に建立されていることがわかります。1時間ほど歩き、振り返ったとき、真っ青な空の中に88番札所大窪寺がある濃い緑の山が、まだまだ高い位置に見えました。それを仰ぎ見たときこみ上げるものがあり不覚にも涙が流れ出し止まりませんでした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　88番札所大窪寺を仰ぎ見る

88番札所大窪寺からは、さぬき市から県境を越え阿波市に入り、10番札所切幡寺に向かう遍路道を選び、切幡寺への登り口付近からお遍路二日目に歩いた遍路道を逆打ち状態で6番札所安楽寺に向かいます。この辺からは、一度歩いた遍路道なのですが、逆方向に歩くので、全く見覚えのない感じで歩き、札所の門前に立って、初めて｢あ、ここ来たことある｣っていう状態でした。２９．３キロメートル、高低差４４０ｍを9時間かけて6番札所安楽寺に着きました。宿は、お遍初日に泊まった安楽寺宿坊なのですが、同じ場所と思えないくらい、とてもゆったりした空間に身を置くことが出来ました。弘法大師が見つけたという温泉の「弘法の湯」と名付けられたお風呂も食事もライトアップされた庭の五重塔も、全てに落ち着いて身体と心の全部で堪能できました。

お礼参りの二日目（5月３日52日目）は、これまでの様な、時間的な焦りなどなく、いつもよりゆっくりゆっくりと1番札所霊山寺に向けて歩けました。結願しているので、もしもなにかあったとしても、歩きお遍路の中断はないので、そんな意味で気持ち的に余裕の様な感覚があったのかも知れません。高低差のない遍路道１５．９キロメートルを阿波市、上板町、板野町そして鳴門市と渡り歩き、4時間弱かけて1番札所霊山寺に戻りました。途中、真新しい白衣に身を包んだ歩きお遍路さんの集団と何組かすれ違いました。菅笠に手をやり軽く会釈しながら、小さな声で｢おきをつけて｣と言っている自分に笑ってしまいました。｢いつから四国の人になったんだよ｣って、自分で自分に突っ込んでしまいました。

[image: 部屋, 市 が含まれている画像

自動的に生成された説明]1番札所霊山寺では、歩きお遍路初日とは全く異なり、落ち着いてお経を読みました。読むと言うより、お経が口から出てくような感じでした。お礼参り用の御朱印を頂きに行くと、ひげボウボウで金剛杖の先も大きくめくれているのを目にしてか「結願ですか、おめでとうございます」と、いって頂き「ハイ、有難うございます」と、言えるのがとても嬉しかったです。これで、八十八カ寺が一つの輪となって繋がりました。「輪」とか「繋がる」という言葉は、普段でもよく使うのですが、改めていいな～！　　　お礼参りの1番札所霊山寺本堂
と感じ、八十八カ寺を巡拝出来たことが、ことさらに嬉しく思えました。

その後高速バスと電車を乗り継ぎ大阪難波駅経由で橋本駅（和歌山県）に移動しました。高速バスの着いたビルの中にあるお店で昼食を取り、南海難波駅に行こうと、店員さんに場所を聞きました。丁寧に説明して頂いたのですが、イマイチ分からない状態でした。そしたら、たまたま近くの席で食事をしていた30代位の方が「私も橋本方面に行くのでご案内しましょうか！」て、声をかけて下さいました。これぞお大師様の導か〜！お陰様で、スイスイ電車の乗り場まで行けたし、加えて急行にも乗れました。道々、色んなお話しをしながら、楽しい時を過ごせました。聞けば、愛媛県出身とか。大阪に来てまで、四国の方におせったい頂きました。

[bookmark: _Hlk177931631][bookmark: _Hlk177759824]お礼参りの三日目（5月４日53日目）は、結願の報告及びお礼参りに、高野山奥の院に、高野山町石道（ちょういしみち）を歩いて向かいます。四国八十八箇寺歩きお遍路の締め括りです。宿からタクシーで橋本駅に行き、電車で九度山駅に移動し、そこから弘法大師が高野山を開創した際、木製の卒塔婆を建てて道標とした、表参道である２4キロメートル、高低差７８６ｍの高野山町石道を７時間かけて登り高野山奥の院を目指します。高野山町石道は、慈尊院から奥の院御廟までを「紀伊山地の霊場と参詣道」として世界遺産に登録されています。
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低い精度で自動的に生成された説明]九度山駅から弘法大師のお母さんを祀っている慈尊院までは、風情のある街なかの道を歩くのですが、慈尊院の所からは、急に山道になります。峰を越えると今度はキツイ下り坂になるというのを二回繰り返します。以前、20番札所鶴林寺と21番札所太龍寺を巡拝する際に、二つの山を越える遍路転がしがありましたが、高野山町石道もそれと同じように、二つの峰を越えて高野山に辿り着く、四国お遍路風に言えば遍路転がしでした。簡単には、お礼参りをさせてはもらえませんでした。

高野山町石道は、１ｍ以上もある卒塔婆に由来する五輪塔形の町石（石製道標）がしっかり見えるように建っています。しかし、これ迄の四国遍路道とは違い、石仏などは一切なく、前もって調べておかなければ、　　　　　五輪塔形の町石と高野山町石道
山の中を歩くハイキングコースとしか思えない感じがしました。現に、何処から見てもハイキングにしか見えない人達もいました。巡礼している人よりは、カラフルなトレーニングウエアを着てトレイルランをしている人の方が遙かに多かった印象です。

表示には「祈りの道」と書かれたりしていました。四国遍路道の「修行の道」との表現は、遍路道沿いの舟形丁石、石仏、墓碑などに手を合わせながらお遍路する為か、体感的にも納得できます。一方の町石道の「祈りの道」は、五輪塔形の町石はあるものの、ランニングコースと見間違うような利用のされ方が目立ち、スパイクを履いたゴルファーの横を歩く状況に至っては、若干首を捻ってしまいました。でも、この感想は、四国の遍路道の印象が強いからかも知れません。八十八ヶ寺を歩いて巡拝し結願した。そのことが、自分の中ではとても大きく、高野山町石道の歩きでは、少しだけお遍路している実感が弱くなっていたからなのかも知れません。

[image: 家の前に立っている建物

低い精度で自動的に生成された説明]とはいっても、高野山町石道を歩き終え、高野山の入り口「大門」の前に立ったときは、四国八十八ヶ寺歩きお遍路の時の山門とは、全く違う空気感がありました。大げさに聞こえるかも知れませんが、ゼイゼイいいながら汗にまみれた熱い身体は、一瞬に冷気に包まれたような感じがしました。一の橋から奥の院まで約２キロメートルは、古木の杉木立の中に20万基の墓碑が並んでいるといいます。お遍路の終盤では、札所の御本尊そして弘法大師に「待っていたよ」って言われるような感覚を覚えたのですが、ここ奥の院参道は、　　　　　　　　高野山入り口の大門
他者を寄せ付けない何かに圧倒されるような感じで歩きました。

高野山奥の院御廟の前に立ったときは、これまでの御大師様とは違う感じがしたのです。四国八十八ヶ寺歩きお遍路での、発心・修行・菩提・涅槃という、仏教の修行を通して悟りに至る仏道への取り組みを厳しく問われているように感じました。その為、四国の四つの道場での自分なりの受け止め方を思い浮かべながら結願を報告し、今この場に立てていることのお礼を三遍の御宝号に込めました。そんなこともありとても長い時間御廟の前に立っていたように思います。報告及びお礼を終えて、結願報告の際だけの特別の御朱印を頂きました。御朱印を頂いてから宿坊に向かう帰り道は、気が抜けたような感じになりました。意識には無かったのですが、結願報告とお礼参りまでは、何としてもやり遂げたいと、気を張っていたのかも知れません。

四国八十八箇寺を歩きお遍路で巡拝し無事に結願し、その上で、1番札所霊仙寺及び高野山奥の院に結願の報告及び御礼をし、53日に渡る四国八十八箇寺歩きお遍路は終わりました。私は今、宿坊の縁側で庭を見ています。難行苦行を終えて、達成感や充実感を想像していたのですが、そういった感じではなく「安堵感」に包まれています。これ迄の人生に於いて、これだけの長い時間を自分の為だけに使ったことはありません。自分の為だけに、時間とお金と身体を酷使して得られたのは、自分では想像もしなかった感謝に満ちた「安堵感」です。

八十八箇寺巡拝の目的は、これまでにお世話になった方々への御礼と感謝を伝えること、そしてその方々へ、御仏様、お大師様のご加護をお願いすることでした。今の私があるのは、これまでお世話になった全ての方々のお陰です。その方々に、四国八十八箇寺歩きお遍路という形で、お礼、感謝を伝えることができました。それを成し遂げられたことに心からの安堵感を覚えています。そして、それを成し遂げられるように支えて下さった皆様に心から感謝しています。このように支えて頂ける私はほんとうに幸せです。有難うございました。

[image: 建物, 天井, 台, 床 が含まれている画像

自動的に生成された説明]宿坊に着いてからは、ただ何をすることも無く庭を眺めていました。思い出したように、はがき大のものを小さくして御守り入っている皆さんの言葉を読み返しました。孫からもらった御守りに入っていた手紙も読みました。いつの時か忘れてしまいましたが、母がいっていたことを思い出しました。私が泣くときは、悲しいときも悔しいときも嬉しいときも、一人膝を抱えて部屋の片隅で声を出さずに喉をつまらせながら「しくしく」泣いていたというのです。70歳を過ぎた私は、母のいっていた子どもの時と同じでした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宿坊の縁側で庭を眺める
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